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労
働
政
策
審
議
会
職
業
能
力
開
発
分
科
会

（
分
科
会
長
＝
小
杉
礼
子
・
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
特

任
フ
ェ
ロ
ー
）
は
昨
年
一
二
月
二
七
日
、
中

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
措
置
の
対
象

と
す
る
教
育
訓
練
の
在
り
方
に
関
す
る
報
告

書
案
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
支
援
す
る

た
め
、
現
行
の
教
育
訓
練
給
付
制
度
を
拡
充

し
、
と
く
に
非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

質
の
高
い
安
定
し
た
雇
用
に
つ
な
げ
る
た
め
、

中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
訓
練

機
会
を
十
分
に
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
と
の

考
え
を
示
し
た
。
対
象
訓
練
の
選
択
に
あ

た
っ
て
は
原
則
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
を
求
め
、
事
業
主
に

対
す
る
支
援
で
は
、
中
小
企
業
を
対
象
と
し

て
い
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
に
つ
い

て
、
大
企
業
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

一
方
、
分
科
会
と
並
行
し
て
、
財
政
面
か

ら
議
論
を
重
ね
て
き
た
職
業
安
定
分
科
会
雇

用
保
険
部
会
（
部
会
長
＝
岩
村
正
彦
東
京
大

学
大
学
院
教
授
）
も
一
二
月
二
六
日
に
、
部

会
報
告
を
と
り
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
、
雇

用
保
険
制
度
の
見
直
し
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、

教
育
訓
練
給
付
（
受
講
費
の
二
割
支
給
、
上

限
一
○
万
円
）
を
拡
充
し
、
専
門
的
・
実
践

的
な
教
育
訓
練
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
講
座
を
受
講
す
る
場
合
に
は
、
①
給

付
の
引
き
上
げ
（
受
講
費
の
四
割
）
②
資
格

取
得
の
上
で
就
職
に
結
び
つ
い
た
場
合
に
は

受
講
費
の
二
割
を
追
加
給
付
（
受
講
費
の
六

割
、
上
限
給
付
は
年
四
八
万
円
）
③
期
間
は

原
則
二
年
、
資
格
に
つ
な
が
る
場
合
は
最
大

三
年
と
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
。

報
告
内
容
を
踏
ま
え
た
雇
用
保
険
法
改
正
法

案
は
一
四
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
予
定
。

一
○
月
か
ら
の
施
行
を
め
ざ
す
。

　

以
下
で
は
、
支
援
措
置
の
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
た
職
業
能
力
開
発
分
科
会
の
報

告
書
案
の
概
要
を
紹
介
し
、
関
連
す
る
雇
用

保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
部
会
報

告
で
触
れ
る
。

職
業
能
力
開
発
分
科
会
報
告
書
（
案
）

低
下
傾
向
に
あ
る
企
業
の
教
育
訓
練

　

近
年
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
、
企
業

に
お
け
る
教
育
訓
練
は
低
下
・
横
ば
い
傾
向

に
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
は
、
規

模
を
問
わ
ず
、
労
働
者
一
人
当
た
り
の
訓
練

費
用
が
低
下
し
、
人
材
育
成
を
め
ぐ
る
環
境

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

と
く
に
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
は
、
正
規

雇
用
の
労
働
者
と
比
べ
、
企
業
に
よ
る
訓
練

の
実
施
状
況
は
低
水
準
に
あ
り
、
職
業
能
力

開
発
の
機
会
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

の
中
に
は
、
不
安
定
な
雇
用
や
低
い
処
遇
か

ら
抜
け
出
せ
ず
、
将
来
の
展
望
を
描
け
ぬ
ま

ま
生
活
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
相
当
程

度
い
る
こ
と
か
ら
、
能
力
開
発
機
会
を
拡
充

し
て
、
将
来
に
わ
た
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

非
正
規
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、 

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、「
日
本
再
興
戦
略
」

（
平
成
二
五
年
六
月
一
四
日
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
も
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子

高
齢
化
の
な
か
、
新
た
な
経
済
成
長
の
た
め
、

す
べ
て
の
人
材
が
能
力
を
高
め
、
そ
の
能
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る「
全
員
参
加
の
社
会
」

を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

な
か
で
も
、「
行
き
過
ぎ
た
雇
用
維
持
型
か

ら
労
働
移
動
支
援
型
へ
の
政
策
転
換
（
失
業

な
き
労
働
移
動
の
実
現
）」
に
お
い
て
は
、

労
働
移
動
支
援
助
成
金
の
抜
本
的
拡
充
に
加

え
、
若
者
等
の
学
び
直
し
の
支
援
の
た
め
の

雇
用
保
険
制
度
の
見
直
し
が
掲
げ
ら
れ
、「
非

正
規
雇
用
労
働
者
で
あ
る
若
者
等
が
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
、
資
格
取
得
等
に
つ
な
が
る
自
発
的
な
教

育
訓
練
の
受
講
を
始
め
、
社
会
人
の
学
び
直

し
を
促
進
す
る
た
め
に
雇
用
保
険
制
度
を
見

直
す
」
と
明
記
。
併
せ
て
、「
従
業
員
の
学
び

直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
支
援
す
る
事
業

主
へ
の
経
費
助
成
に
よ
る
支
援
策
を
講
ず

る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

資
す
る
訓
練

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
分
科
会
で
は

昨
年
八
月
か
ら
七
回
の
議
論
を
重
ね
た
。

　

報
告
書
案
で
は
対
象
訓
練
に
つ
い
て
、
雇

用
保
険
制
度
で
支
援
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

再
就
職
の
促
進
、
失
業
の
予
防
・
雇
用
の
安

定
に
資
す
る
教
育
訓
練
で
あ
る
こ
と
が
必
要

と
指
摘
し
、
と
く
に
非
正
規
雇
用
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
質
の
高
い
安
定
し
た
雇
用
に
繋

が
り
、
効
果
が
持
続
し
能
力
が
発
揮
し
続
け

ら
れ
る
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す

る
た
め
の
訓
練
機
会
を
十
分
に
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
、
①
対

象
訓
練
の
指
定
基
準
の
設
定
に
活
か
し
た
上

で
、
②
訓
練
選
択
の
際
に
実
施
す
る
個
々
人

の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
こ
れ

を
踏
ま
え
て
行
い
、
適
切
な
訓
練
受
講
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

専
門
的
・
実
践
的
な
訓
練
の
受
講
を

後
押
し

　

職
業
訓
練
や
教
育
訓
練
に
関
す
る
現
行
制

度
と
し
て
は
、
求
職
者
が
受
講
す
る
公
共
職

業
訓
練
・
求
職
者
支
援
訓
練
と
、
在
職
者
と

一
定
の
離
職
者
が
受
講
す
る
教
育
訓
練
給
付

制
度
に
大
別
で
き
る
。　

　

報
告
書
案
で
は
、
従
来
の
教
育
訓
練
給
付

は
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
は
広
く
設
定
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
給
付
の
期
間
等
に
つ
い
て

は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
等
が
中
長
期
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
行
う
た
め
の
教
育
訓
練
を

受
け
る
こ
と
へ
の
支
援
と
し
て
は
十
分
で
は

ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
訓
練

2

中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
拡
充
―
―
分
科
会
の
報
告
書
案
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な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

今
回
の
支
援
措
置
は
、
特
に
中
長
期
的
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
資
す
る
専
門
的
、
実
践
的
な
訓

練
を
労
働
者
が
自
発
的
に
受
け
る
こ
と
へ
の

支
援
を
可
能
と
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
制

度
間
の
関
係
の
整
理
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

訓
練
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

厳
格
な
基
準
設
定
と
対
象
の
絞
り
込
み
を

　

対
象
訓
練
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
訓

練
給
付
と
同
様
、
職
業
能
力
の
開
発
・
向
上

に
資
す
る
訓
練
を
対
象
と
し
て
、
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
設
定
・
申
請
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
個
別
に
指
定
す
る
。

　

指
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
教
育
訓

練
給
付
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
効
果
の

高
い
持
続
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
①
就
職

可
能
性
が
高
い
仕
事
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
能
力
の
教
育
訓
練
②
そ
の
効
果
が
キ
ャ
リ

ア
に
お
い
て
長
く
い
か
せ
る
能
力
の
教
育
訓

練
―
―
の
観
点
か
ら
、
基
準
を
策
定
す
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

そ
の
上
で
、
今
回
の
支
援
措
置
は
、
現
行

の
教
育
訓
練
給
付
と
比
較
し
て
、
高
額
か
つ

長
期
間
の
給
付
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
原

則
と
し
て
現
行
の
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と

な
る
講
座
の
う
ち
、
厳
格
な
基
準
を
設
定
し

て
先
の
考
え
方
に
適
合
す
る
も
の
に
対
象
を

絞
り
込
む
こ
と
が
適
当
の
考
え
も
示
し
た
。

資
格
取
得
か
ら
専
門
職
大
学
院
ま
で

　

対
象
訓
練
は
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
想
定

さ
れ
る
。

・
職
業
に
不
可
欠
、
重
要
な
資
格
を
身
に
つ

け
、
専
門
的
に
就
業
す
る
ケ
ー
ス

　

た
と
え
ば
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
建
築
士
等
の
業
務
独
占
、
名
称
独
占

資
格
の
取
得
を
め
ざ
す
訓
練
（
キ
ャ
リ
ア
形

成
例
①
非
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
者
が
看
護
専

門
学
校
で
三
年
間
履
修
し
た
後
、
看
護
師
と

し
て
病
院
に
就
職
②
在
職
者
が
働
き
な
が
ら

介
護
福
祉
士
に
向
け
た
通
信
講
座
を
受
講
後
、

資
格
を
得
て
福
祉
施
設
に
正
規
職
員
と
し
て

就
職
）

・
と
く
に
実
践
的
な
専
門
能
力
を
、
企
業
等

と
連
携
し
た
教
育
訓
練
機
関
で
体
系
的
に
身

に
つ
け
、
現
場
で
い
か
す
ケ
ー
ス

　

た
と
え
ば
、
情
報
、
環
境
、
観
光
、
商
業

等
の
専
門
学
校
が
企
業
等
と
連
携
し
て
設
計

す
る
実
践
的
な
課
程
等
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
例
、

非
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
者
が
専
門
学
校
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
科
の
課
程
で
二
年
間
履
修
後
、

Ｉ
Ｔ
企
業
に
正
社
員
と
し
て
就
職
）

・
技
術
革
新
や
社
会
の
変
化
等
に
対
応
し
た

企
業
の
現
場
で
い
か
せ
る
実
践
的
な
技
術
開

発
力
、
企
画
力
、
問
題
解
決
力
等
を
社
会
人

向
け
教
育
訓
練
で
身
に
つ
け
、
業
務
遂
行
に

い
か
す
ケ
ー
ス

　

た
と
え
ば
、
社
会
人
向
け
の
大
学
（
院
）

で
の
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
キ
ャ
リ
ア
形

成
例
、
技
術
系
研
究
開
発
職
の
在
職
者
が
、

専
門
職
大
学
院
で
技
術
経
営
に
つ
い
て
履
修

し
、
終
了
後
、
顧
客
志
向
の
商
品
開
発
の
考

え
方
の
社
内
へ
の
浸
透
を
図
り
つ
つ
、
引
き

続
き
研
究
開
発
に
従
事
）

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の 

養
成
・
確
保
も

　

一
方
、
今
回
の
支
援
措
置
で
は
、
訓
練
対

象
の
選
択
に
あ
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
に
必
要
か
つ
有
効
な
教
育
訓
練
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
相
談
す
る
た
め
、
原
則
と

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
養
成
・
確
保
を
進
め
る
こ
と
が
不

可
欠
で
、
制
度
開
始
ま
で
に
、
資
格
を
有
す

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
養
成
し
た
上
で
、
必

要
と
な
る
人
数
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
対
し
て
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
研
修
を
行
う
な
ど
、
質
と
量
の
確

保
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
真
に
適
切
な
教
育
訓
練
が
選
択

さ
れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
確
保
・
配
置
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
、
公
益
性
、
信
頼
性
の
高

い
主
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
労
働
局
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
地

域
の
職
業
能
力
開
発
行
政
に
お
い
て
果
た
す

役
割
の
重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
際
し
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
緊
密
な
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
す
る
。

助
成
金
を
拡
充
し
て
大
企
業
も
対
象
に

　

事
業
主
に
対
す
る
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、

従
業
員
が
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資

す
る
専
門
的
・
実
践
的
な
職
業
能
力
の
習
得

を
行
う
場
合
に
支
援
す
る
事
業
主
に
対
す
る

助
成
を
拡
充
す
る
。

　

現
在
、
事
業
主
が
負
担
し
た
訓
練
費
用
や

賃
金
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

回
の
支
援
措
置
の
対
象
に
は
、
比
較
的
長
期

で
費
用
が
高
額
と
な
る
教
育
訓
練
が
多
い
こ

と
か
ら
、
一
人
当
た
り
の
支
給
限
度
額
を
よ

り
高
額
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金

は
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
企
業

の
支
出
す
る
教
育
訓
練
費
は
大
企
業
に
お
い

て
も
低
下
・
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
今
回
の

対
象
訓
練
が
高
額
と
な
る
も
の
が
多
く
、
大

企
業
の
従
業
員
に
と
っ
て
も
負
担
と
な
る
こ

と
か
ら
、
大
企
業
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
が

適
当
と
し
た
。

雇
用
保
険
部
会
報
告

　

一
方
、
雇
用
保
険
部
会
報
告
で
は
、
中
長

期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
つ
い
て
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
で
あ
る
若
者
を
は
じ
め
、

労
働
者
が
技
能
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
希
望

す
る
職
業
に
就
き
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
は
、
積
極
的
な
雇
用
政

策
と
し
て
重
要
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
現
在
、
教
育
訓
練
給
付
に
よ

り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講
座
に
つ

い
て
、
受
講
費
用
の
二
○
％
を
支
給
し
て
い

る
が
、
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す

る
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
場
合
に
限
り
、
全

期
間
の
受
講
費
用
に
関
す
る
給
付
率
を
四

○
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

加
え
て
、
訓
練
修
了
や
資
格
取
得
の
上
で

雇
用
保
険
被
保
険
者
と
し
て
職
に
就
い
て
い

る
場
合
に
一
定
割
合
（
二
○
％
）
を
上
乗
せ

し
て
支
払
い
、
訓
練
効
果
を
担
保
す
る
た
め

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
機
能
を
も
つ
給
付
と
し
、

期
間
は
原
則
二
年
（
資
格
取
得
に
つ
な
が
る

等
の
教
育
訓
練
に
限
り
三
年
）
と
し
た
。

　

な
お
、
高
額
な
訓
練
で
給
付
額
が
過
大
と

な
る
こ
と
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
訓
練
費
用

の
う
ち
年
間
八
○
万
円
ま
で
を
給
付
対
象
と

し
た
。
支
給
要
件
に
つ
い
て
は
、
現
行
、
三

年
以
上
被
保
険
者
（
初
回
に
限
り
一
年
）
と

し
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

新
た
な
支
援
措
置
で
は
、期
間
を
一
○
年（
初

回
は
二
年
）
に
引
き
上
げ
、
給
付
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
安
易
な
複
数
受
講
を
防
ぐ
措
置

を
設
け
る
こ
と
も
求
め
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）




